
秋田おばこの夏まつり

８月16日（火）、中仙地域「ドンパン祭り」。
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■
選
挙
に
つ
い
て

【
衆
議
院
議
員
選
挙
・
国
民
審
査
】

　
衆
議
院
議
員
の
総
定
数
は
４
８
０
人
で
、候

補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
す
る
小
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙（
定
数
３
０
０
人
）と
、
政
党
名
を

書
い
て
投
票
す
る
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

（
定
数
１
８
０
人
）の
ほ
か
、
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
市
議
会
議
員
選
挙
】

　
大
仙
市
と
な
っ
て
初
め
て
行
わ
れ
る
市
議

会
議
員
選
挙
で
定
数
は
30
人
で
す
。

■
選
挙
権

【
衆
議
院
議
員
選
挙
・
国
民
審
査
】

　
選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
基
準
日
は
、

選
挙
公
示
日
前
日
の
８
月
29
日（
月
）で
、
登

録
の
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
登
録
基
準
／

①
昭
和
60
年
９
月
12
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。

②
平
成
17
年
６
月
１
日
ま
で
に
大
仙
市
に
住
民

票
が
作
成
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
転
入
の
届
け

出
を
し
た
方
で
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
６
月
２
日
以
降
に
大
仙
市
に
転
入
し
た
方

は
、
前
の
住
所
地
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
８
月
24
日
以
降
に
市
内
転
居
さ
れ

た
方
は
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
を
よ
く
確
認
し
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
議
会
議
員
選
挙
】

　
選
挙
人
名
簿
の
選
挙
時
登
録
基
準
日
は
、

選
挙
告
示
日
前
日
の
９
月
10
日（
土
）で
、
登

録
の
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
登
録
基
準
／

①
昭
和
60
年
９
月
19
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
。

②
平
成
17
年
６
月
10
日
以
前
に
大
仙
市
に
住
民

票
が
作
成
さ
れ
た
方
、ま
た
は
転
入
の
届
け

　
第
44
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査（
以
後
、
衆
議
院
議
員

選
挙
・
国
民
審
査
）が
８
月
30
日（
火
）公
示
さ
れ
、
９
月
11
日（
日
）に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
の
３
種
類
の
投
票
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
大
仙
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

（
以
後
、
市
議
会
議
員
選
挙
）が
９
月
11
日（
日
）に
告
示
さ
れ
、
９
月
18
日（
日
）に
投
票
が
行
わ

れ
ま
す
。
ど
ち
ら
も
私
達
の
明
日
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
の
で
、
棄
権
者
が
出
な
い
よ

う
、
み
な
さ
ん
一
人
一
人
の
投
票
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
44
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
、
大
仙
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

第44回衆議院議員総選挙
最高裁判所裁判官国民審査

投 票 日 ／９月11日（日）
投票時間／午前７時～午後７時

期日前投票期間／
　衆議院議員選挙 ８月31日（水）から９月10日（土）まで
　国　民　審　査 ９月 ４ 日（日）から 9月10日（土）まで
　市議会議員選挙 ９月12日（月）から 9月17日（土）まで
投票時間／午前８時30分～午後８時

大仙市議会議員一般選挙

投 票 日 ／９月18日（日）
投票時間／午前７時～午後７時

明
日
を
決
め
る
大
切
な
選
挙

投
票
を
忘
れ
ず
に

【問い合わせ】
選挙管理委員会事務局
☎ 0187- 72-2167まで
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■
郵
便
投
票

　
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
投
票
所
に

■
投
票
・
開
票

◆
投
票
日
／

【
衆
議
院
議
員
選
挙
・
国
民
審
査
】

９
月
11
日（
日
）午
前
７
時
〜
午
後
７
時

【
市
議
会
議
員
選
挙
】

９
月
18
日（
日
）午
前
７
時
〜
午
後
７
時

◆
投
票
所
／
入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投

票
所
を
確
認
し
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

◆
開
票
／
投
票
日
の
午
後
８
時
30
分
か
ら
大

曲
体
育
館（
大
曲
総
合
支
所
隣
り
）で
行
い

ま
す
。
観
覧
を
希
望
す
る
場
合
、
館
内
は

土
足
厳
禁
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ス
リ
ッ

パ
な
ど
を
持
参
し
、
必
ず
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

　
選
挙
の
当
日
、
投
票
に
行
け
な
い
人
の
た

め
に
期
日
前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
仕
事

や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
等
に
よ
り
投
票
日
に

投
票
区
に
い
な
い
方
は
、
早
め
に
期
日
前
投

票
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
期
日
前
投
票
期
間
／

【
衆
議
院
議
員
選
挙
】

８
月
31
日（
水
）か
ら
９
月
10
日（
土
）ま
で

【
国
民
審
査
】

９
月
４
日（
日
）か
ら
10
日（
土
）ま
で

【
市
議
会
議
員
選
挙
】

９
月
12
日（
月
）か
ら
17
日（
土
）ま
で

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

◆
会
場
／
大
曲
・
西
仙
北
・
中
仙
・
協
和
・
南

外
・
仙
北
の
各
総
合
支
所
、
神
岡
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
太
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
期
日
前
投
票
に
は
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。期
間
内
で
あ
れ
ば
ど
の
投
票
所
で
も
投

票
が
で
き
、
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
不
在
者
投
票

　
病
院
・
施
設
等
に
入
院
・
入
所
中
の
方
は
、

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
不
在

者
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
院

長
等
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
不
在
者
投
票

の
で
き
る
施
設
は
別
表
１
の
と
お
り
で
す
。

■
入
場
券
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
所
入
場
券
は
個
人

用（
１
人
分
）と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
期
日

前
投
票
用
に
宣
誓
書
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
事
項
を
記
入
し
期

日
前
投
票
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
受
け
付

け
後
す
ぐ
に
投
票
が
で
き
ま
す
。

出
を
し
た
方
で
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
。

※
９
月
７
日
以
降
に
市
内
転
居
さ
れ
た
方
は

入
場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
を
よ

く
確
認
し
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

行
け
な
い
人
が
、
家
に
い
な
が
ら
郵
便
で
投

票
で
き
る
制
度
で
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、
介

護
保
険
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
別
表
２
に

該
当
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
に
は
、
郵
便

投
票
証
明
書
が
必
要
で
す
。
こ
の
証
明
書
の

交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
手
帳
を
添
え
、
自

書
に
よ
る
文
書
で
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
請
求
は
、
選

挙
期
日
の
４
日
前
ま
で
に
請
求
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る
方
は
早
め
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
請
求
期
限
日
／

【
衆
議
院
議
員
選
挙
・
国
民
審
査
】

９
月
７
日（
水
）

【
市
議
会
議
員
選
挙
】

９
月
14
日（
水
）

　
ま
た
、
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
対

象
者
で
、
自
書
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

代
理
記
載
人
を
あ
ら
か
じ
め
市
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
投

票
に
関
す
る
記
載
を
代
理
人
に
代
理
さ
せ
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に

該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

◆
対
象
／

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
１
級
の
方
。

②
戦
傷
病
者
手
帳
の
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま

で
の
方
。

別表１【入院・入居者が不在者投票のできる施設】 別表２　【郵便投票を受けることのできる方】



4

①
す
こ
や
か
子
育
て
手
当

　
大
仙
市
に
居
住
し
住
民
登
録
し

て
い
る
、
満
２
歳
未
満
児
を
養
育

す
る
保
護
者
に
対
し
、
所
得
額
に

関
係
な
く
月
額
１
万
円
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　
県
の
乳
児
養
育
支
援
金
制
度

は
、
所
得
制
限
が
あ
り
、
対
象
が

１
歳
未
満
児
の
養
育
者
で
す
が
、

市
で
は
県
の
制
度
を
拡
充
し
て
支

援
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
児
童
家
庭
課
子
育
て
支
援
班

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
４

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
目
指
し
て

市
で
は
県
の
制
度
を
拡
充
し
て
子
育
て
を
支
援
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
、
出
生
率
の
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ
と
や
、
子
育
て
に
か
か
る

経
済
的
支
援
拡
大
に
対
す
る
県
民
要
望
が
強
い
こ
と
な
ど
か
ら
、保
育
料
等
助
成
制

度
の
見
直
し
を
行
い
、
８
月
か
ら
新
し
い
制
度
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
制
度

で
は
、
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
を
原
則
と
し
、
一
定
の
所
得
制
限
を
導
入

し
な
が
ら
支
援
対
象
を
大
幅
に
拡
大
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
で
は
乳
児
養
育
支
援
制
度
の
新
設
や
、
乳
幼
児
医
療
費
支
援
の
見
直
し

も
行
い
ま
し
た
が
、
市
で
は
県
の
制
度
に
上
乗
せ
し
た
形
で
、
子
育
て
支
援
に
か
か

わ
る
事
業
を
独
自
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
独
自
の
す
こ
や
か
子
育
て
事
業（
乳
児
養
育
支
援
）や
福
祉
医
療
費
助
成
制
度

（
マ
ル
福
制
度
）は
、
所
得
制
限
を
設
け
ず
に
対
象
年
齢
を
広
げ
る
な
ど
、
県
の
制
度

を
拡
充
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
第
１
子
０
歳
児
と
第

３
子
以
降
の
子
ど
も
の
み
を
対
象

と
し
て
い
た
、
県
の
保
育
料
等
全

額
助
成
支
援
制
度
が
見
直
さ
れ
、

左
表
の
よ
う
に
、
よ
り
多
く
の
子

育
て
家
庭
を
対
象
と
し
た
制
度
へ

と
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
制
度
は
所
得
制
限
が
あ

り
、
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

幼
児
に
対
し
て
、
保
育
料
の
２
分

の
１
を
助
成
し
ま
す
。

県
の
制
度
を
拡
充
し
て
実
施

大
仙
市
独
自
の
子
育
て
支
援
制
度

②
福
祉
医
療
費
助
成

　
所
得
制
限
を
設
け
ず
に
、
小
学

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費

を
市
が
負
担
し
ま
す
。

　
県
の
医
療
費
助
成
制
度
は
、
所

得
制
限
を
設
け
、
小
学
校
入
学
前

の
子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て
一

部
を
自
己
負
担
し
て
い
た
だ
き
、

残
り
を
助
成
し
ま
す
が
、
市
の
制

度
は
自
己
負
担
が
な
く
、
対
象
年

齢
も
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
住
民
課
住
民
保
険
班

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
４
４

支
援
対
象
を
拡
大
　
１
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
が
対
象

見
直
さ
れ
た
保
育
料
等
の
助
成
制
度

８月７日（日）、大曲地域「子ども樽みこし」。



■
助
成
の
特
例

　
平
成
17
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
１
歳
か
ら
就
学
前
の
幼
児

は
、
保
育
料
の
４
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。

■
経
過
措
置

　
平
成
18
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
の
第
１
子
０
歳
児
と
第
３
子
以

降
の
乳
幼
児
の
場
合
は
、
経
過
措

置
と
し
て
、
所
得
制
限
を
設
け
ず

に
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
育
料
の
全

額
を
助
成
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

●
保
育
所
に
関
し
て

本
庁
児
童
家
庭
課
子
育
て
支
援
班

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
４

●
幼
稚
園
に
関
し
て

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
３
３
６

見
直
し
の
基
本
的
考
え
方

①
生
活
基
盤
の
弱
い
若
い
世
帯
を

対
象
に
、
よ
り
効
果
的
・
現
実
的

な
経
済
支
援
を
講
じ
る
こ
と
で
、

希
望
す
る
数
の
子
ど
も
を
生
み

育
む
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

②
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
を
原
則
と
し
ま
す
。

③
自
己
負
担
・
所
得
制
限
の
導
入

を
原
則
と
し
ま
す
。

扶養親族等の数（人）

0

1

2

3

①父または母の所得
2,672,000円

3,052,000円

3,432,000円

3,812,000円

②扶養義務者の所得
5,148,000円

5,397,000円

5,610,000円

5,823,000円

所得制限の基準

※①は、父または母のうち、生計を主宰する者の所得
※②は、父母のいない幼児を養育する扶養義務者の所得

　支援制度を受けるためには、市に申請していただく

必要があります。

　詳しい申請手続き、支給・助成手続きについては、担

当窓口にお問い合わせください。

申請手続き

保育料等助成の対象を大幅に拡大
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市指定無形民俗文化財
「角間川盆踊り」

いにしえに誘いし平安行列
まつり「彩夏SENBOKU2005」

　仙北地域の夏の風物詩、まつり「彩夏SENBOKU2005」が８月15日

（月）、国指定史跡である払田柵跡の特設会場で開催されました。今年で

17回を数える祭りは天候にも恵まれ、約8,000人の来場者でにぎわいま

した。

　まつりは恒例の「魚のつかみ取り」で幕を開け、アトラクションの「合

併記念・歌の共演」「小桜舞子ショー」と続きました。

　メーンイベントの「平安行列」では、小学生から一般まで総勢86人に

よる行列が、大路から南門へと厳かに進み、いにしえのロマンに会場が包

み込まれました。

　まつりの最後を飾る「花火ショー」では、光の花と響き渡る音が史跡の

夜空を彩り、観客を魅了しました。

　８月14日（日）、市指定無形民俗文化財「角間川盆踊り」が開催されました。

　すげ笠にそろいの浴衣姿の角間川盆踊り保存会の方々や地元企業の方、子

どもたち、帰省客など約200人がかがり火を囲み踊りの輪を作りました。

　笛や太鼓のおはやしや踊りが優雅で、踊り手の差す手や引く手、足の運び

などが上品で風流な踊りは、大正末期に江戸歌舞伎の初代市川左団次の高弟

だった藤田庄八が、町民に教え踊らせたと言われています。

上品で、手や足の運びが優雅な角間
川盆踊り。

払田柵の象徴である南門に大輪の華が彩
りを添えました。

魚のつかみ取りは子どもたちに
大人気。

6



大きな大きなドンパンの輪
「第21回ドンパン祭り」

　ドンパン節のふるさと中仙地域で８月16日（火）、「ドンパン祭

り」が開催されました。会場となった中仙総合支所前のドンパン

広場には約55,000人の観客が訪れました。

　大神成地区の若者による菅原太鼓で幕を開け、「ドンパンっ子

フェスティバル」では地域の幼稚園児、保育園児による踊りや、
え ま ぞうじん く

ドンパン節の元唄である円満造甚句の継承に取り組んでいる豊川

小学校児童の踊りなどが披露されました。

　夕方からの「ドンパンフェスティバル」では、ドンパン節に合

わせて約2,000人の踊りの輪が広がったほか、正調円満造甚句の

唄や踊り、合併を記念しての市内各地域の郷土芸能が共演し、祭

りに花を添えました。

　フィナーレの「ミッドナイトフェスティバル」では、歌手の佐

藤真理子さん（大館市）のロック調にアレンジされた民謡のコン

サートと花火ショーで楽しみました。

　また、今回は人気お笑い芸人の波田陽区さんがテレビ番組収録

のため特別ゲストとして参加。祭りの模様は９月17日（土）の午

後０時30分からの秋田テレビ「わがまま 気まま 旅気分」とい

う番組の中で放送される予定です。

ロマンあふれるふるさと西仙
「第21回ふるさと西仙まつり」

　第21回「ふるさと西仙まつり」が８月15日（月）、西仙北地域の雄物川河川敷で

開催され、帰省客や市内外から約3,000人の見物客が訪れました。

　午後８時30分ごろには、市内各施設や町内会、西仙北地域の各小中学校の児童生

徒が丹精込めて製作した1,200個の灯ろうを流し、川面に幻想的な光の世界を演出。

　また、灯ろうがゆっくり流れる中、対岸からは約1,500発の花火が打ち上げられ、

夏空いっぱいに光の華を咲かせました。

1,100個の灯ろう
と花火が光の世
界を演出。

ロックドンパンで
は、一気に会場が
ヒートアップ。

ギター侍「波多陽区」も特別出演。ドンパンレ
ディースを○○○斬り。残念…

花火でフィナーレを迎えました。

約2,000人の大きな踊りの輪ができました。
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おわびと訂正
８月16日号の３ページ「大仙市の敬老会の西仙北地域の日程」
に誤りがありました。正しい日程は「広報だいせん」西仙北地
域版８月16日号に掲載していますのでそちらをご確認くださ
い。また、９ページ９月の市長の動きの３日・土中仙八幡地区
担い手育成基盤事業起工式は「竣工式」の誤りでした。訂正し
てお詫びします。

使用しなくなった公用車を売ります

公用車の競売に係る一般競争入札2
　市では、使用しなくなった公用車（バス）を一般競

争入札により売却します。

  今回一般競争入札に係るバスは２台。詳しくは市

のホームページhttp://www.city.daisen.akita.jpをご
覧ください。

◆入札日時／９月15日（木）午前９時30分～

◆会場／大曲総合支所３階第１委員会室

◆申込受付時間／午前８時30分～午後５時（土・日曜日は除く）

◆申込受付期限／９月12日（月）

【公用車に関する問い合わせ】

本庁会計課管財班（内線180）まで

【入札に関する問い合わせ・申し込み】

本庁契約検査課契約班（内線324）まで

国際交流員・外国語指導助手が講師

初級英会話教室3
　英会話に挑戦したい初心者を対象とした「初級

英会話教室」（全10回）の参加者を募集します。英

語で楽しく会話をしてみませんか。

◆対象／市内在住の英会話初心者で、他の英会話教

室・サークル等で学んでいない方（学生は除く）

◆期間／９月15日から11月24日までの毎週木曜日

※11月３日（木）は休みです。

◆時間／午後６時30分～８時

◆会場／大曲地域職業訓練センター

◆受講料／1,000円（全10回分）

◆講師／市国際交流員・外国語指導助手

◆持参するもの／英語辞書、ノート、筆記用具

【問い合わせ】

教育委員会生涯学習課（内線339）まで
予防接種法施行令一部改正のお知らせ

日本脳炎ワクチンの接種1
　予防接種法施行令の一部が改正になり、これまで中

学校２年生を対象に実施していた日本脳炎の定期予防

接種第３期（14歳以上16歳未満が対象）は、効果が低

いと評価されたことから７月29日で廃止になりまし

たのでお知らせします。

【問い合わせ】

本庁健康増進課

☎ 0187-62-9301まで

全国一斉に実施します

道路交通情勢調査（センサス）5
　国や県では今年の９月から11月にかけ、道路渋

滞や交通事故、環境問題を解決するための「交通

量」「道路の利用状況」を調査します。

　調査した内容は分析し、今後の道づくりに役立て

る大切な調査です。このうち「道路の利用状況」調

査では、無作為に選んだ家庭や事業所などを対象に

調査を実施します。調査員が各家庭・事業所へ訪問

した際には調査員証を提示し調査の目的や方法を説

明しますので調査票の記入とご協力をお願いします。

【問い合わせ】

仙北地域振興局企画道路課

☎ 0187-63-3112まで

大仙市誕生記念
く う に ょ

鈴木空如作品展示と講演会4
　仏画模写に人生をかけた太田地域出身の鈴木空如

（1873年～1946年）。明治40年から昭和７年まで

の26年間で完成させた「法隆寺金堂壁画模写」のほ

か、初公開の作品も展示します。また、秋田県立近

代美術館職員（佐々木直子さん）による講演会も予定

しています。みなさんぜひご来館ください。

◆作品展・講演会開催日／

【鈴木空如作品展】

期間／９月17日（土）から19日（月）までの午前

９時～午後４時

【鈴木空如に関する講演会】

日時／９月19日（月）午後2時～

◆会場／太田文化プラザ

◆入場料／無料

【問い合わせ】

教育委員会太田分室

☎ 0187-88-2881まで
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9

参加しませんか

サンクエストの講座・教室8
■つる・籐工芸教室（全３回）

　つるや籐を使いオリジナル作品を作ります。

日時／９月14日（水）午前９時30分～

講師／高橋ひさ子さん
せんて い

持参するもの／剪定・生け花用はさみ、エプロ

ン、手ふき、ごみ袋

■やさしいアロマ講座（全３回）

　心とからだと環境にやさしい化粧水や石鹸を

作ってみませんか。

日時／９月15日（木）午後７時～

講師／伊藤美果さん

◆会場／サンクエスト大曲

◆定員／15人

◆参加費／無料（材料費自己負担）

◆申込受付期限／９月10日（土）

【問い合わせ・申し込み】

サンクエスト大曲

☎ 0187-63-5572まで

関連性・原因が解明されていません

スギヒラタケ摂取による急性脳炎6
　今年もきのこの季節を迎えましたが、昨年各地で

発症が確認されたスギヒラタケが原因とみられる急

性脳炎・脳症について、いまだその関連性や原因が

明らかになっていません。原因が解明されるまで、

冷凍、缶詰保存されているものも含め、スギヒラタ

ケの摂取をひかえるようお願いします。

　また、早期原因究明のため、次のことについての

情報提供をお待ちしています。

①色や大きさが異なるスギヒラタケの育成状況

②その他、きのこについて気がついた点

③スギヒラタケの異常に関する写真

◆情報受付窓口／大仙保健所（☎0187-63-3683）まで
【問い合わせ】

健康増進課

☎ 0187-62-9301まで

チケット発売のお知らせ

中仙市民会館（ドンパル）事業7
■チケット好評発売中

【沢田知可子with岡崎倫典アコースティックライヴ

「もう一度、あなたに会いたい・・・」】

開催日時／９月25日（日）午後６時30分開演

入場料／3,000円（全席指定）

■チケット発売・配布を開始

【陸上自衛隊第９師団音楽隊・ドンパル公演】

　入場には整理券が必要です。整理券は一人３枚

までで、中仙市民会館（ドンパル）窓口で配布してい

ます。電話による予約は受け付けていません。

開催日時／10月30日（日）午後３時開演

入場料／無料（入場整理券が必要です）

整理券配布日／９月11日（日）午前９時～

【Song for Memoriesコンサート】

　山本潤子、鈴木康博、細坪基佳らによるコンサー

ト。チケットは大曲市民会館、協和市民センター、

仙北ふれあい文化センター他でも発売しています。

日時／11月12日（土）午後６時30分開演

入場料／4,500円（全席指定）

チケット発売日／９月11日（日）午前９時～

【問い合わせ】

中仙市民会館（ドンパル）

☎ 0187-56-7200まで

これからはきのこのシーズン

守ってください山のマナー9
　山の恵みで生計を営んでいる人もいます。入山す

る際は次のことを守ってください。

①「入山禁止」の立て札のところには絶対に入らない

でください。収入のみちが閉ざされる人もいます。

②ごみの持ち帰りをお願いします。次の年の植物な

どの生育や、熊の出没に大きな影響があります。

③山火事のおそれがありますので、たばこのポイ捨

ては絶対にやめてください。

④山には車で入らないようにしてください。バスなど

の交通機関を利用するか、空き地に駐車し、遠足の

ように自然を味わいながら入りましょう。また、農

道や田んぼのあぜ道などへの迷惑駐車は農作業の遅

れや事故につながりますのでやめてください。

⑤山菜やきのこなどの山の幸は、食べる分だけ採る

ようお願いします。根こそぎとったり、根などを

持ち帰ったりすると次の年の収量に大きな影響を

及ぼします。

【問い合わせ】

本庁農林課畜産林業班（内線286）まで

９月１日は防災の日９月１日は防災の日
　毎年９月１日は、関東大震災（大正12年９月１日発生）を教訓とし、防災に対する意識の向上や知識を身

につけ、地震に対する備えを見直すため「防災の日」としています。大規模な地震が起きると、家具の転倒

や火災、建物の崩壊等のさまざまな被害に大人でも誤った行動をとる事が予想されます。また、これからの

季節は台風や大雨による河川の増水などの被害も考えられます。 いざという時でも情報を正確に把握し、適

切な行動がとれるよう家庭や職場での災害時の対応や備えについて話し合い、食料、飲料、医薬品等の備蓄

品、懐中電灯やラジオ、乾電池などの非常用持出品の保存状態も定期的に確認しましょう。
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現
在
、
介
護
保
険
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
の
食
費
と
居
住
費（
光
熱
水
費
な
ど
）は
介

護
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
在
宅
で
介
護
を
受
け
て
い

る
方
と
の
費
用
負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
・
居
住
費
が
10
月
か

ら
施
設
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア
利
用
時
の
食

費
も
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
／

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健

施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
入
所
し

て
い
る
方
。

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し
て
い
る
方
。

※
食
費
と
居
住
費
の
金
額
は
各
施
設
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
回（
10
月
１
日
号
）は
食
費
・
居
住
費
の

負
担
額
の
仕
組
み
と
負
担
軽
減
措
置
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　食費・居住費の金額が自己負担となりますが、所得の低い方（住民税非課税世帯など）
は自己負担額に上限が設けられ、負担が軽減されます。

【利用料の変更について】

介 護 保 険 事 務 所 か ら の お 知 ら せ

10月から
介護保険施設の
利用料が変わります
【食費・居住費に関する問い合わせ】
各介護保険施設
介護保険事務所保険管理班☎0187-86-3911まで

　
大
仙
市
と
美
郷
町
、真
木
真
昼
県
立
自
然

公
園
を
美
し
く
す
る
会
で
は
、県
立
自
然
公

園
指
定
30
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
薬
師

岳
・
真
昼
岳
登
山
を
行
い
ま
す
。
仙
北
平
野

を
望
み
な
が
ら
、美
し
い
紅
葉
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
集
合
場
所
か
ら
登
山
口
、
下

山
後
解
散
場
所
ま
で
は
、マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で

送
迎
し
ま
す
。
必
要
と
思
わ
れ
る
用
具（
雨

具
、
食
料
、
懐
中
電
灯
等
）の
準
備
と
傷
害

保
険
加
入
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園
指
定
30
周
年
記
念

薬
師
岳
・
真
昼
岳
記
念
登
山

紅葉が美しい薬師連山

◆
各
登
山
コ
ー
ス
／

■
和
賀
・
薬
師
岳
登
山

【
A
コ
ー
ス
】
登
山
口
〜
薬
師
岳
往
復（
登

り
３
時
間
、
く
だ
り
１
時
間
30
分
）

【
B
コ
ー
ス
】
登
山
口
〜
薬
師
岳
〜
和
賀
岳

〜
登
山
口（
登
り
４
時
間
、
く
だ
り
３
時
間
）

■
真
昼
岳
登
山

峰
越
林
道
〜
真
昼
岳
往
復（
登
り
３
時
間
、

く
だ
り
１
時
間
30
分
）
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  ８月 15日（月）、大仙市初となる成人式が神

岡、南外、太田の３地域で挙行されました。成

人式については合併前の調整の結果、対象者が

20歳を過ぎたその夏（８月１５日）に実施する

こととしたため、今年だけは合併前からこの要

件で成人式を行っていた３地域のみの実施とな

りました。

　南外地域の成人式では、栗林市長が新成人代

表の伊藤大介さんに「成人証書」を授与した後、

「今後も故郷への思いを一層大きくし、今日の

感激を大事にして社会人として常に成長される

ことを期待します」と式辞を述べました。

  成人代表誓いの言葉では、佐々木まなみさん

が「今年は私たちの故郷も新市としてスタート

を切り、南外の地で最後の成人式となった。今、

世の中では私たちと同年代の若者が引き起こす

さまざまな悲しい出来事がニュースになってい

る。不安定な社会情勢に惑わされることなく、

自分を信じ、仲間を信じて、それぞれの夢を実

現させたい」と誓いました。

　今年の成人対象者は255人（神岡81人、南外

70人、太田104人）。大人としての自覚を新た

に、それぞれの目標にむけて新たな一歩を踏み

出しました。

神岡・南外・太田地域で成人式を挙行
地域を担う新成人の門出を祝う

神岡地域の新成人。

南外地域の新成人。

太田地域の新成人。 厳粛な雰囲気の中執り行われた式典。（太田地域）

会場ロビーでは再会を喜び合う声が響きました。（神岡地域）

成人証書を手渡される伊藤さん（左）と、誓いを述
べる佐々木さん。（南外地域）



　真夏の陽ざしが照りつける７月23日（土）、協和ダム・大川

前公園で「水と緑のやさしさとコンサート」が行われました。

　催しは、７月21日（木）から31日（日）までの『森と湖に親し

む旬間』に関連するイベントとして協和ダム管理事務所が主催

したもので、コンサートでは協和中学校吹奏楽部の演奏会が行

われました。

　大川前公園に設置された演奏会場には、地域の方々約250人

が訪れ、生徒たちが奏でる美しい音色とダム周辺のさわやかな

風を体いっぱい楽しみました。また、コンサート終了後にはダ

ム見学会も行われ、普段あまり見ることのできないダムの内部

をダム事務所職員の説明を聞きながら見学しました。

森と湖に親しむ旬間
協和ダムに美しい音色がさわやかに

美しい音色とさわやかな風が会場を包みました。

　８月２日（火）から４日（木）までの３日間、大曲高校の生徒７

人が仙北総合支所での職場体験（インターンシップ）を行いまし

た。

　生徒たちは３班に分かれて市民課、地域振興課、農林振興課

でのさまざまな仕事を体験。中には、地元生産者の直売所で野

菜販売を体験した生徒もいて、仕事を通じて地域の方々と交流

する楽しさを感じていました。

　参加した生徒は、「地域の方々と密着したまちづくりが大切

だと思った」「いろいろな仕事を体験して、仕事の厳しさや楽

しさを実感した」「責任の重さや達成感を身をもって体験でき

た」などと話していました。

大曲高校２年生がインターンシップ
責任感と達成感を体験

職員から指導を受ける大曲高校生。

　７月17 日（日）、太田中学校グラウンドで太田地域住民約

1,000人が参加しての運動会が行われました。

　この運動会は、旧長信田村と旧横沢村が合併した昭和30年

に、合併直後の村民の友好を図るため太田村全村体育大会を開

いたのが始まりで、今年で51回を数えます。

　参加者全員がラジオ体操で体をほぐした後、アメ食い競争や

借り物レース、綱引きなど幼児から大人まで参加できる多彩な

種目で心地よい汗を流し、今年も地域の小・中学生が全員参加

した盛大な運動会となりました。

太田地域運動会
小・中学生も参加　心地よい汗流す

歴史と伝統ある地域の運動会、たくさんの方々が参
加しました。
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　８月９日、中古車・新車販売業「株式会社オートエムワン」

の武藤伸一社長（大曲地域四ツ屋）が、市と広域消防本部に自動

体外式除細動器（ＡＥＤ）をそれぞれ１台ずつ寄贈されました。

　ＡＥＤは突然心停止状態に陥った時、心臓に電気ショックを

与えて、正常な状態に戻す医療機器。コンピューター内蔵で、

電極を胸に貼ると心電図を自動的に解析判断し、機械が処置方

法を指示します。海外では、病院や救急車のほか、人が集まる

施設等への導入が進んでいます。国内でも非医療従事者である

一般の方が心停止患者に対して使用でき、一次救命処置として

救命率向上に期待が持たれます。

　市では、ＪＲ大曲駅に併設する観光情報センターに備え付け

るほか、住民を対象にした救命講習会や大きなイベントへの貸

し出しを行うなど、有効活用していきます。

武藤さんが自動体外式除細動器を寄贈
救命率の向上に役立ててほしい

除細動器２台を栗林市長に手渡す武藤さん。

渡部文靖・秋田県仙北地域振興局長から祝い品をも
らう佐々木さん。

　８月４日（木）、満百歳の誕生日を迎えた佐々木ミツエさんの

長寿祝金贈呈式が、峰山荘（協和地域）で行われました。

　家族と入所者、職員が見守る中、秋田県から祝い品、大仙市

からは祝い金、峰山荘からは花束が、佐々木さんに贈られまし

た。普段は寝たきりの佐々木さんですが、贈呈のたびにしっか

りと祝い品を受け取っていました。

　佐々木さんの長寿の秘訣は、好き嫌いせず何でも食べること

です。また、週２回の入浴が何よりの楽しみで、気分の良いと

きは歌に合わせて手拍子を打つなど元気に毎日をすごしていま

す。入所者の方々も長寿を目標にすることを誓い、佐々木さん

の百歳を温かい拍手で祝福しました。

百歳バンザイ！佐々木ミツエさん
何でも食べるのが長寿の秘訣

思春期保健・福祉ふれあい体験学習
命の大切さを学ぶ

　協和中学校の生徒20人が、赤ちゃんや高齢者とふれ

あう体験学習を８月４日（木）に行いました。

　この事業は、協和保健センターの主催で行われたもの

で、はじめに「いのちの誕生といのちの大切さ」という

演題で、日本助産師会秋田県支部の助産師・鈴木悠子さ

んの講演を聞きました。その後、赤ちゃんふれあい体験

コースと高齢者ふれあい体験コースに分かれてそれぞれ

学習しました。

　赤ちゃんふれあい体験コースの参加者は、乳児健診で訪れた７カ月の赤ちゃんを直接抱いたり、ミルクを飲ま

せるなど赤ちゃんとのふれあいを体験。「この体験を通じて、自分たちを育ててくれた親や周りの方々への感謝

の気持ちがわいた」と話してくれました。

貴重なふれあい体験をした協和中生徒。いのちの大切さを
学びました。



　社団法人日本道路協会が毎年表彰している「道路功労者」に

大曲西中学校生徒会（大友久志校長・生徒数126人）が選ばれ、

その伝達式が８月17日（水）、仙北地域振興局で行われました。

　大曲西中学校では、８月に開催される全国花火競技大会の翌

日に、全校生徒が観覧会場周辺道路のクリーンアップ活動を６

年以上続けています。昨年は、この活動に地区住民も影響を受

けて地区全体で活動に取り組み、地域美化の意識を高めるなど

の効果をあげています。

　伝達式には小林周平生徒会長と加藤結希副会長が高橋克明教頭

の引率で出席。渡部文靖振興局長から表彰状が手渡されました。

道路功労者に大曲西中学校生徒会
美化意識を高め、地域一体となった活動へ

表彰された大曲西中生徒会。左から小林生徒会長、
加藤副会長、高橋教頭。

　第14回魁星旗争奪全県550歳野球大会が南外山村運動広場

を主会場に、８月６日（土）から雨による一日順延を含む４日間

の日程で開催され、全県から選抜された強豪24チームが熱戦

を繰り広げました。

　大仙市からは３チームが出場。地元の楢岡クラブと、昨年の

準優勝チーム大曲クラブが初戦敗退する中、２回戦から登場し

た神宮寺嶽クラブは、湯城クラブ（湯沢市）相手に６対２で快勝

しベスト８入りしましたが、続く準々決勝で新屋日新クラブ

（秋田市）に０対３で破れ、トーナメントから姿を消しました。

　決勝に勝ち上がったのは、３連覇を目指す大館グリーンクラ

ブ（大館市）と、過去２度の優勝経験を持つ横手クラブ（横手

市）。試合は緊迫した投手戦の末、好機をものにした横手クラ

ブが２対１で勝利。３年ぶり３度目の優勝を飾りました。

第14回魁星旗争奪全県550歳野球大会
軍配は横手クラブに

強豪24チームによる争い。好ゲームが展開されまし
た。

　今年で13回目を数える太田ミニ花だんフェアが、８月27日

（土）から９月４日（日）まで太田中学校の前庭で開催されていま

す。今年も50作品を超える応募があり、愛らしいミニ花だん

が来場者を楽しませています。

　フェア初日と２日目には、押し花体験会やガーデニング講

習、花苗の販売、特産品販売、そして太田地域内の家庭や小学

校の花だんを見学する、お花見バスが運行されるなど、にぎわ

いを見せました。

　プランターなどに花を植え、その組み合わせや配列を変えな

がら自分好みの花だんが楽しめるミニ花だん。手軽に楽しめる

趣味として人気が高まっています。花だんの作り方や花の育て

方など分からないことがある方は、会場におおた花の会の会員

が常駐していますので、お気軽にご相談ください。

太田ミニ花だんフェア
９月４日まで開催

手軽に楽しめるミニ花だんにみなさんも挑戦してみ
ませんか。
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広 い 表

ク 道 大 大

県産牛乳100％と大曲農業の卵を使用した

「花火ソフトクリーム」

開発者でありしゃく玉館代
表の佐藤みちるさん（左）
は、地産地消カフェランチ
コンテスト県チャンピオン
の腕前。花火ラーメンの発
案者でもあり、地産地消推
進でまちの活性化に取り組
んでいます。

　県内初・民間のまちの駅「しゃく玉館・ミチル」で、県産牛乳100％に

大曲農業高校で生産された鶏卵を加えたミルクたまご味のソフトクリーム

の販売を始めました。黄色のソフトクリームの上に米菓子の「ドン」をトッ

ピングし、大曲の花火をイメージして華やかさを演出。コーンの部分は夜

空を表し、ココア味のワッフルコーン。みなさんも新しく誕生したご当地

ソフトを食べてみてはいかがでしょうか。

　お店は、仙北総合組合病院の筋向かい（☎0187-63-8817）で、営業は
午前10時から不定休。

１個250円、花火付き１個300円、尺玉あんみつ500円

　－ 担当者から －
　広報クイズ等で寄せられたみなさんの声を、できるだけ紹

介していきたいと思います。みなさんでこのコーナーを作っ

ていきましょう。

　読者のみなさんからの一言が私たちの何よりの励みであり、

今後の広報誌作製の参考になります。

　また、広報誌に掲載された写真はお譲りできますので、お

気軽にご連絡ください。

　　担当／企画部秘書広報課広報班☎0187-63-1111内線251
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ベンジャミン・ヘガティー

Benjamin Hegarty

（1983年生まれ・オーストラリア出身）

　私は大仙市の国際交流員で、地

域レベルでの国際化や異文化交流

の援助をします。これからも秋田

弁を頑張って、みなさんと仲良く

させていただきたいと思います。

エバン・カカリ

Evan Cacali

（1976年生まれ・アメリカ出身）

　今回初めて日本に来ました。秋

田の人はみな優しくて、親切で本

当に助かっています。これから秋

田の人と会えることを楽しみにし

ています。

ミガン・ディック

Megan Dick

（1979年生まれ・オーストラリア出身）

　また日本に来ることができ、秋

田の人たちに会う機会が得られ本

当にうれしいです。いつでも気軽

に声をかけてください。

キャサリーン・チュウ

Cathleen Chiu

（1983年生まれ・アメリカ出身）

　太田中学校で英語を教えること

ができて、本当にうれしいです。太

田はきれいな自然があり、人々も親

切です。ALTとして頑張ります。

ハロー
新しい国際交流員と外国語指導助手です！

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

８月から見直された県の保育料等助成の
対象となる年齢は何歳からでしょうか？

①０歳　②１歳　③３歳

9 15
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　この大会は、昭和

54年にわずか８チー

ムで産声を上げまし

た。以来、野球を愛す

る中高年に支えら

れ、今年は150を超

えるチームが全県下

から出場予定で、全

－全国からのど自慢がせいぞろい－
第10回秋田おはら節全国大会
◆日　時／９月３日（土）午前９時開演

◆会　場／太田文化プラザ

◆入場料／500円（当日700円）全席自由

【問い合わせ】

「秋田おはら節」全国大会実行委員会事務局

（太田公民館内）☎ 0187-88-1119

－嶽山をバックに花火が夜空を彩る－
第26回神岡南外花火大会
◆日　時／９月14日（水）午後６時30分開会

◆会　場／中川原コミュニティ公園

 （会場周辺への車乗り入れはできません）

【問い合わせ】

神岡南外商工会☎ 0187-72-4028

　1932 年ロサンゼ

ルスオリンピック金

メダリストで、日本

グラウンド・ゴルフ

協会初代会長の故南

部忠平氏から直接

カップをいただいた

大会で、当市と沖縄

県宮古島だけが開催

できる権威ある大会

です。

　最大重量900キロのソリを引いて豪快に坂を

駆け上がる姿に、おもわず手に汗を握る輓馬競技

大会。大型馬が大地を踏みしめ、ひたすら進む姿

に熱い感動をおぼえます。

　また、輓馬競技のほかに１人の女性を乗せたソ

リを９人の男性が引っ張る「人間輓馬大会」や

「力自慢大会」が行われます。

オールドプレーヤーたちの甲子園

第27回全県500歳野球大会

9月 24日 土　  28日 水▼

優勝者には宮古島大会への切符が

南部忠平杯グラウンド・ゴルフ大会

9月 10日 土　  11日 日▼

人馬一体　手に汗握る競技
ばん ば

第11回輓馬競技大仙市協和大会

9月 4日 日　

国屈指の規模の野球大会に成長しました。

　全県500歳野球大会は中高年の「甲子園大会」と

言われ、選手たちはこの大会を目標に一年を通して

練習に励み、交流試合で腕を磨いています。

　熱きオールドプレーヤーたちの活躍をぜひご覧く

ださい。

◆主会場／神岡野球場

◆開会式／９月24日 午前７時30分～　神岡野球場

【問い合わせ】

神岡総合支所地域振興課☎ 0187-72-4601

　今年で13回目を迎える大会には、全国から800人

以上の参加者が集まり、熱い戦いが繰り広げられます。

◆会　場／秋田太田奥羽グラウンド・ゴルフ場

【問い合わせ】

教育委員会太田分室スポーツ振興班

☎ 0187-86-9460

　人馬一体となって

のレースをお楽しみ

ください。

◆会　場／

　マインロード荒川

◆時　間／

　午前９時開会

【問い合わせ】

　協和総合支所

　☎ 018-892-3706

18
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■秋を感じる花展

　コスモスを中心に秋を感じさせる季

節の花々を紹介します。

期間／９月６日（火）から９月 25 日

（日）まで

■炭焼き実演III

　竹や松ぼっくりの炭も作ります。

期間／９月17日（土）から９月19日

（月）まで

■秋の山野草展

　秋季の山野草の紹介と栽培相談。

期間／９月23日（金）から９月25日

（日）まで

■果樹試験場紹介展

　試験場の研究成果をパネル等で紹介。

期間／９月27日（火）から11月27日

（日）まで

■おもと展

　斑葉の変化の紹介と栽培相談。

期間／９月30日（金）から10月２日

（日）まで

※成分献血は採血終了まで１時間程かかるた
め、献血協力者をお待たせしないよう予約
制をとっています。成分献血に協力くださ
る方は健康増進課まで申し込みください。

９
９月１日（木）～９月20日（火）

第２回市議会定例会（最終日）■午前10時～■仙北ふれあい文化センター

第10回秋田おはら節全国大会
　■午前９時開演■太田文化プラザ（太田総合支所隣り）※P18
「びんだれ山」のど自慢大会■午前９時開演■唐松城能楽殿（1,000円）

宝くじ文化公演「響 HIBIKI」
　■午後２時30分開演■協和市民センター（全席自由一般1,000円・学生500円）

輓馬競技大仙市協和大会
　■午前９時～■マインロード荒川特設会場※P18
チャレンジカヌー■午前８時30分～■丸子川（仙北総合支所裏側河川～）
第３回病院祭■午前９時～午後２時30分■仙北組合総合病院
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：佐藤歯科医院（角館町）☎ 0187-53-2944
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

9/ (木)1

(日)11

(火)20

防災の日※P9
第45回秋田県仙北地域公民館大会・第55回秋田県公民館大会
　■午前10時～■大曲市民会館

市長面会日■午前９時30分～11時■南外総合支所

大仙市議会議員一般選挙告示日

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査
　■午前７時～午後７時■入場券に記載されている各投票所※P2～3
中仙市民会館チケット発売・配布開始■午前９時～■中仙市民会館他※P9
視覚障害者の相談事業■午前10時30分～午後３時■大曲仙北広域交流センター
休日外科当番医：大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
休日歯科当番医：畠山歯科医院（南外）☎ 0187-74-3115
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

大仙市議会議員一般選挙
　■午前７時～午後７時■入場券に記載されている各投票所
休日外科当番医：仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：角間川歯科医院（大曲）☎ 0187-65-3536
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

南部忠平杯グラウンド・ゴルフ大会（～11日）
　■午前９時～■秋田奥羽グラウンド・ゴルフ場※P18
リウマチ医療講演会■午前10時30分～正午■千秋会館（秋田市）※P20

絵手紙教室■午後１時～■大曲郵便局２階会議室（切手代実費）

秋田県合同就職面接会■午後１時～５時■秋田ビューホテル（秋田市）

鈴木空如作品展（～19日）■午前９時～午後４時■太田文化プラザ※P

鈴木空如に関する講演会■午後２時～■太田文化プラザ（無料）※P
休日外科当番医：仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
休日歯科当番医：井関歯科医院（大曲）☎ 0187-63-8100
小児救急診療：仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

つる・籐工芸教室■午前９時30分～■サンクエスト大曲※P9
神岡南外花火大会■午後６時30分開会■中川原コミュニティ公園※P18

公用車の一般競争入札■午前９時30分～■大曲総合支所※P
やさしいアロマ講座■午後７時～■サンクエスト大曲※P

(日)4

(木)8

(火)6
5 (月)

(土)17

(月)19
敬老の日

2 (金)

3 (土)

(水)7

9 (金)

(土)10

(月)12
(火)13
(水)14
(木)15
(金)16

(日)18



20次回広報は9月15日（木）に行政協力員へお届けします。

参加者を募集します
女性による現場見学会
　雄物川の護岸災害復旧事業や大

曲バイパスの４車線化事業など、

女性による現場見学会を行いま

す。ぜひ参加ください。

◆対象／女性

◆日時／９月27日（火）午前９時

30分～午後２時

※集合は大曲総合支所前です。

◆見学会場／雄物川護岸災害復旧

工事、大曲バイパス玉川橋工事

◆定員／20人程度

◆参加費／無料（昼食代自己負担）

【問い合わせ・申し込み】

国土交通省湯沢河川国道事務所

☎ 0183-73-5300まで

囲碁を学び、腕を競う
大仙市誕生記念市民囲碁大会
　日本棋院八段の梅木英氏を講師

に迎え、どなたでも参加できる囲

碁初心者教室や囲碁指導対局、市

民囲碁大会を行います。

　詳しい内容については市民囲碁大

会事務局まで問い合わせください。

■囲碁初心者教室・指導対局

◆期日／10月１日（土）

◆会場／仙北ふれあい文化センター

【囲碁初心者教室】

時間／午後１時～３時

受講料／無料

【囲碁指導対局】

時間／午後３時～

受講料／2,000円

■大仙市誕生記念市民囲碁大会

◆日時／10月２日（日）午前９時

受け付け開始

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆参加費／2,000円

【問い合わせ】

市民囲碁大会事務局 金森さん

☎ 0187-62-1319
ファックス0187-62-1319まで

お悩みの方はぜひ参加
リウマチのための「医療講演会」
　一番身近な難病といわれるリウ

マチ。その知識を身につけ、より

良い療養生活を過ごすための医療

講演会を行います。

◆日時／９月10日（土）午前10時

30分～午後０時30分

◆会場／千秋会館（秋田市）

◆参加費／無料

◆演題／関節リウマチの診断と治療

【問い合わせ】

日本リウマチ友の会秋田県支部

☎ 018-873-2577まで

一緒に踊ってみませんか
成人ダンスサークル
　社交ダンスを楽しみませんか。

初心者にはインストラクターが指

導しますので気軽に参加ください。

◆日時／毎週土曜日午後７時～９時

◆会場／青少年ホーム

【問い合わせ】

成人ダンスサークル 民谷さん

☎ 0187-62-2593まで

スポ少会員を募集しています
乗馬クラブ・エクセラ
　乗馬クラブ・エクセラではスポ

少会員を募集しています。一般会

員の参加も大歓迎です、詳しくは

乗馬クラブ・エクセラまで問い合

わせください。

◆対象／小学生から高校生まで

◆練習日時／火曜日から金曜日ま

での午後４時～、土・日曜日の午

前10時～※月曜日は休みです。

◆会費／【入会金】5,250円

【年会費】3,675円

【月謝】練習が週１回3,885円・週

２回5,775円・週３回10,500円

【問い合わせ】

乗馬クラブ・エクセラ 藤原さん

☎ 0187-68-3010まで

技術を身につけませんか
職業訓練センターの講習会
◆各種講習会日程／

【10m未満高所作業車特別教育】

日時／10月13日（木）・14日（金）

午前９時～午後５時

受講料／10,000円

申込受付期限／９月 30 日（金）

【表計算基礎】

対象／パソコンの基本操作、基礎

知識を習得している方

日時／10月18日（火）から20日（木）

までの午前９時30分～午後４時30分

受講料／7,000円

申込受付期限／10月７日（金）

【アーク溶接特別教育】

日時／10月25日（火）から27日

（木）までの午前９時～午後５時

受講料／7,000円

申込受付期限／10月７日（金）

◆会場／大曲地域職業訓練センター

【問い合わせ】

大曲地域職業訓練センター

☎ 0187-62-1726まで

考えませんか、まちづくり
女性政策チャレンジセミナー
　地方自治やまちづくりについ

てじっくり考えてみませんか。詳

しい申し込み内容については南

部男女共同参画センターまで問

い合わせください。

◆対象／女性

◆日時／10 月４日（火）、29 日

（土）、11月19日（土）の３日間

◆会場／南部男女共同参画セン

ター（横手市）

◆定員／20人

◆申し込み方法／申込書と作文

の提出

◆申込受付期限／９月10日（土）

【問い合わせ】

秋田県南部男女共同参画センター

☎ 0182-33-7018まで

10月 10日（月）［体育の日］雨天決行　受付時間/午前８：30～９：00

参加費／無料
定　員／先着400人
※定員になり次第受け付けを締め切ります。

【お問い合わせ・申し込み】
西仙北スポーツセンター☎ 0187-75-0552

出場者募集　第17回西仙北体協・黒森山健康マラソン大会

種目および参加資格
マラソン・２キロコ－ス／小学生
マラソン・３キロコ－ス／中学生、高校女子、一般
マラソン・７キロコ－ス／高校男子、一般
ジョギング・２キロコース／小学生以上
ウォーキング・２ .７キロコース／５歳以上
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男性のためのコンテスト
男性料理・エプロンスタイルコンテスト
　「私の得意なこのイッピン」を
テーマに誰でも簡単に作ることの

できる料理と、楽しく料理をして

いるエプロン姿（男性）の写真を募

集します。詳しい応募内容につい

ては秋田県男女共同参画課まで問

い合せください。

◆応募資格／秋田県在住の男性

（個人またはグループ）

◆料理の内容／１人前800 円以

内で、１時間以内に調理できるも

の（下ごしらえの時間を除く）。

◆申込受付期限／９月20日（火）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県男女共同参画課

☎ 018-860-1556まで

作品を募集しています
秋田県職場総合美術展
◆応募資格／県内の勤労者でアマ

チュアの方。詳しい応募方法につ

いては県労働政策課まで問い合わ

せください。※退職者も参加可能

です（ただし、審査対象外）。

◆開催期間／10月19日（水）から

24日（月）まで

◆会場／秋田県立美術館

◆申込受付期限／９月22日（木）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県労働政策課

☎ 018-860-2302まで

まちを花でいっぱいに
まちづくり花だんコンクール
　大曲花いっぱい運動の会では、

大曲地域を花でいっぱいにするた

めの「花だんコンクール」を行い

ます。応募内容については大曲公

民館まで問い合わせください。

◆応募対象／旧大曲市内で、大曲

の花サルビアの含まれている花だん

◆応募種別／

【団体の部】

①公共施設で作った花だん

②企業、職域団体で作った花だん

③町内会、婦人会、老人クラブ、

子ども会で作った花だん

【家庭の部】

家庭、個人で作った花だん

【道路花だんの部】

道路に設置している花だん

◆申込受付期限／９月12日（月）

【問い合わせ】

大曲公民館

☎ 0187-62-1312まで

新しい秋田の特産品を！
秋田県特産品開発コンクール
　第25回秋田県特産品開発コン

クールの作品を募集しています。

　あなたがつくった特産品を出品

してください。詳しい応募内容に

ついては秋田県物産振興会まで問

い合わせください。

◆応募資格／秋田県内に事業所が

ある企業・団体・グループ・個人

◆募集商品／秋田県内で製造さ

れ、販売目的に開発された商品

◆募集部門／①加工食品部門②民

工芸品部門

◆参加費／無料（搬入・搬出経費

は応募者の負担）

◆申込受付期限／９月24日（土）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県物産振興会

☎ 018-836-7830まで

気軽に相談ください
相続や土地家屋の無料相談
　相談には予約が必要です。

◆日時／９月22日（木）午前10時

～午後３時

◆会場／社会福祉協議会（大曲地

域笑の口市営住宅１階）

【問い合わせ】

大仙市社会福祉協議会

☎ 0187-63-0277まで

家族について考えませんか
県南地区家庭教育推進フォーラム
◆対象／家庭教育に関心のある方

◆日時／10月２日（日）午前９時

30分～正午

◆会場／雄勝文化会館「オービオ

ン」（湯沢市）

◆参加費／無料

【問い合わせ】

秋田県生涯学習センター学習

情報班

☎ 018-865-1171まで

９月11日は「警察相談の日」
警察の相談ダイヤル「＃9110」
　警察では、犯罪や交通に関す
ること、被害の未然防止に応じて

います。家庭内暴力やストーカ－

などの身近な問題・不安など、ど

こに相談していいのか分からず一

人で悩んでいる方の相談をお待ち

しています。

　相談は無料で秘密は厳守されま

すので安心してご利用ください。

【問い合わせ】

大仙警察署

☎ 0187-63-3355
県民安全相談所

☎#9110、018-864-9110まで

親子で一緒にきいてみませんか
秋の「おはなしを聞く会」
　図書館ボランティア「おはなし

の会」では、秋のおはなしを聞く

会を実施します。

　子どもと一緒におはなしを聞い

てみませんか。みなさんのご来館

をお待ちしています。

◆対象／幼児、小学校１・２年生

◆期間／９月14日から11月２日

までの毎週水曜日（８回）

◆時間／午後３時30分～４時

◆会場／大曲図書館１階ちびっこ

ルーム

【問い合わせ】

大曲図書館

☎ 0187-62-1012まで
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▼
夏
か
ら
秋
へ
と
移
り
変
わ
る
こ
の
時
期
、
地
域
の

特
色
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
が
各
地
で
行
わ
れ
見
物

客
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
▼
先
日
角
間
川
の
盆
踊
り
に

出
か
け
た
。
お
囃
子
の
音
色
と
踊
り
手
の
独
特
の
雰

囲
気
に
地
区
の
す
ば
ら
し
い
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
▼
私
の
地
域
に
も
「
さ
さ
ら
」
と
い
う
伝
統

芸
能
が
あ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
さ
さ
ら
の
音
が

聞
こ
え
る
と
家
か
ら
走
っ
て
見
に
行
っ
た
。
太
鼓
と

笛
の
音
が
見
慣
れ
た
夜
の
風
景
を
独
特
の
雰
囲
気
に

変
え
、
見
物
客
の
中
心
を
舞
う
獅
子
に
目
を
輝
か
せ

た
盆
の
夜
。
子
ど
も
な
り
に
も
地
元
の
文
化
に
誇
り

と
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
た
も
の
だ
▼
後
継
者
難
に
存

続
を
危
ぶ
ま
れ
た
り
も
し
た
が
、
少
な
い
な
が
ら
も

よ
う
や
く
芽
吹
き
は
じ
め
た
若
い
世
代
の
後
継
者
。

自
分
も
そ
の
一
人
▼
大
仙
市
に

伝
わ
る
た
く
さ
ん
の
す
ば
ら
し

い
文
化
。次
世
代
へ
と
つ
な
が
る

種
を
蒔
く
の
は
い
よ
い
よ
自
分

の
番
に
な
っ
た
。し
っ
か
り
と
守

り
確
実
に
伝
え
な
け
れ
ば
…
。　

責
任
は
重
大
だ
。

（
朋
）

　人　口　95,722 人（－ 45）

　　　男　45,479 人（－ 30）

　　　女　50,243 人（－ 15）

　世帯数　30,276世帯（＋ 7）

（７/31現在）


